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計測自動制御学会創立周年
創
立
周
年
を
迎
え
て

計
測
自
動
制
御
学
会
会
長
　
（
東
京
大
学
教
授
）
石
川
　
正
俊

先端技術交流の場に

　
計
測
自
動
制
御
学
会
は
、
今
年

創
立

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
実

世
界
か
ら
情
報
を
認
識
・
抽
出

し
、
情
報
の
世
界
へ
伝
え
る
技
術

と
し
て
の
「
計
測
」
と
、
逆
に
情

報
の
世
界
で
の
判
断
・
計
画
を
実

世
界
で
の
行
動
・
操
作
と
し
て
発

現
す
る
技
術
と
し
て
の
「
制
御
」

は
、

年
前
の
先
人
た
ち
の
思
い

の
中
で
融
合
し
、
そ
の
後
の
科
学

技
術
の
進
歩
の
中
で
、
情
報
世
界

と
実
世
界
を
つ
な
ぐ
新
し
い
シ
ス

テ
ム
を
創
造
す
る
科
学
技
術
の
基

盤
と
し
て
、
発
展
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
扱
う
対
象
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
学
術
分
野
と
は
違
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
に
共
通
の

「
方
法
」
を
主
た
る
学
術
基
盤
と

し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
と
し
て
幅

広
い
対
象
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点

が
本
学
会
の
最
大
の
特
徴
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
範
囲
は
、
プ
ラ
ン

ト
計
装
、
機
械
、
電
機
、
半
導
体

な
ど
の
産
業
分
野
か
ら
、
交
通
、

宇
宙
航
空
、
通
信
、
環
境
、
電
気

ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
基

盤
分
野
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
医
療
、
金
融
と
い

っ
た
生
活
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
ま

で
、
極
め
て
広
い
分
野
を
カ
バ
ー

し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
共
通

の
方
法
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
は
、

新
た
な
分
野
を
創
造
す
る
大
き
な

力
に
な
っ
て
お
り
、
自
動
車
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
知
能
化
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
高
度
化
な

ど
、
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
シ
ス

テ
ム
が
科
学
技
術
の
柱
と
な
り
、

新
し
い
分
野
創
生
の
牽
引
力
と
な

け
ん
い
ん

っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
学
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

年

の
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
実
世

界
と
情
報
世
界
を
つ
な
ぐ
技
術
を

基
盤
と
し
て
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

の
創
造
を
通
し
て
、
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
価
値
の
創
造
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
先
端

技
術
の
交
流
の
場
と
し
て
、
関
連

学
術
基
盤
の
整
備
、
研
究
成
果
の

発
表
と
議
論
の
場
の
提
供
、
独
創

的
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
技
術

情
報
の
提
供
、
社
会
教
育
・
再
教

育
の
機
会
の
提
供
、
国
際
的
な
学

術
・
技
術
交
流
や
標
準
化
へ
の
参

加
な
ど
を
幅
広
い
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
次
世
代

の
科
学
技
術
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

計
測
自
動
制
御
学
会
に
、
多
く
の

方
々
の
参
画
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　
計
測
・
制
御
は
幅
広
い
産
業

を
支
え
て
い
る
。
自
動
車
や
家

電
製
品
の
基
幹
機
能
の
一
つ
で

あ
り
、
ま
た
電
気
、
水
道
、
ガ

ス
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
と

っ
て
不
可
欠
な
基
盤
技
術
だ
。

特
に
意
識
さ
れ
な
く
て
も
人
の

生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
空

気
の
よ
う
な
存
在
と
い
え
る
。

安
全
、
安
心
な
社
会
の
構
築
、

産
業
構
造
の
革
新
、
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
の
発
達
、
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
応
用
分
野
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
自
動
車
の
低
排
ガ
ス
化
は
、

酸
素
と
燃
料
の
比
率
を
直
接
計

測
し
て
燃
料
噴
射
量
を
制
御
す

る
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
制
御
に
よ
っ
て
車
の

安
全
走
行
が
可
能
に
な
る
。

　
制
御
と
は
各
種
機
械
、
装
置

な
ど
に
目
的
の
動
作
、
状
態
を

と
ら
せ
る
た
め
に
所
要
の
操
作

を
加
え
る
こ
と
を
指
し
、
こ
れ

を
自
動
で
行
う
も
の
を
自
動
制

御
と
い
う
。
制
御
の
対
象
と
な

る
の
は
位
置
や
角
度
、
速
度
、

回
転
数
、
圧
力
、
電
圧
、
流

量
、
温
度
、
粘
度
な
ど
あ
ら
ゆ

る
測
定
可
能
な
も
の
だ
。

　
人
工
衛
星
の
姿
勢
制
御
、
走

査
プ
ロ
ー
ブ
顕
微
鏡
で
の
分
子

の
観
察
、
複
雑
な
バ
イ
オ
プ
ロ

セ
ス
の
モ
デ
リ
ン
グ
な
ど
最
新

の
研
究
開
発
で
計
測
・
制
御
技

術
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
少
子
高
齢
化
の
課
題
解
決

と
し
て
注
目
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
に
も
制
御
技
術
が
必
須

だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
機
構
、
セ
ン

サ
ー
、
計
算
機
な
ど
の
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
と
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

の
動
作
制
御
、
認
識
、
判
断
、

推
測
を
実
行
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
サ
ー

ボ
や
動
作
制
御
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム

計
算
す
る
た
め
の
手
順

を
設
計
す
る
た
め
に
は
、
制
御

工
学
の
理
論
が
必
要
で
あ
り
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
や
最
適

制
御
な
ど
が
活
用
さ
れ
る
。

　
計
測
、
制
御
の
応
用
先
と
し

て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
高
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
効
率
が
見
込
ま
れ
る
太

陽
地
熱
発
電
の
実
用
化
に
向

け
、
計
測
、
制
御
技
術
で
課
題

を
解
決
す
る
取
り
組
み
も
始
ま

っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
気
象
予
報
デ
ー
タ
か

ら
発
電
量
を
予
測
し
、
ま
た
高

精
度
の
集
光
制
御
技
術
で
太
陽

を
追
尾
す
る
シ
ス
テ
ム
も
開
発

さ
れ
て
い
る
。

技
術
革
新
を
支
え
広
が
る
応
用
分
野

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月２７日 木曜日 【広告特集】 （ ）

計測・制御が生み出すシステムは自動車やロボットなどの先端技術
分野をリードする（つくば市の移動ロボット特区のキックオフ）


